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第1章 基本的な考え方 

1. いじめ防止の基本理念 

いじめ防止のための基本理念は以下のとおりであり、この基本理念に基づき、

いじめ防止等のための対策を推進する。 

 生徒が安心して生活できるよう、学校の内外を問わずいじめが行われなくな

るようにすること。 

 生徒が、自らを大切に思う気持ちや他者を思いやる心を育み、いじめの問題

について理解を深めることにより、いじめの防止等に向けた主体的かつ自主

的な取組ができるようになること。 

 県、国、市町、学校、家庭、地域住民その他の関係者の連携の下、社会総が

かりでいじめの問題を克服すること。 

 

2. いじめの定義 

本基本方針におけるいじめについて、法第２条を踏まえ、次のように定義する。 

具体的ないじめの表れとして、次のようなものがある。 

 

「いじめ」とは、生徒に対して、当該生徒が在籍する学校に在籍している等当該生

徒と一定の人的関係にある他の生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象とな

った生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

○ 冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 

・本人が不快と感じるあだ名  ・「うざい」「きもい」「死ね」 

○ 仲間外れ、集団による無視をされる 

・グループに入れない  ・机をわざと離される 

○ 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする 

・こづかれる  ・わざと体当たりされる  ・転ばされる 

○ ひどくぶつけられたり、叩かれたり、蹴られたりする 

・プロレスなどの技などをかけられる 

○ 金品をたかられる 

・おごらされる  ・貸したものを返してもらえない 

○ 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする 

・文房具を盗まれる  ・ノートや教科書に落書きをされる 

○ 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする 

・使い走りにされる  ・荷物を持たされる 

○ パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる 等 

・SNSや掲示板の悪口  ・無視を目的とした「既読スルー」 



3. いじめ防止に関する基本的な考え方 

いじめは、絶対に許されない行為である。いじめの問題に取り組むにあたって

は、本校の生徒の実態や生徒指導上の課題について確認し、組織的かつ計画的に

いじめのない学校を構築するため、教職員がいじめを一人で抱え込まず、組織と

して関係者との認識の共有を図りながら対応する。 

(1) いじめの問題への認識 

イ) いじめは、絶対に許されない行為であり、生徒の心身に深刻な影響を及

ぼし、生命をも奪いかねない人権にかかわる重大な問題である。 

ロ) いじめは、すべての生徒に関係する問題である。 

(2) いじめの問題への指導方針 

イ) いじめは絶対に許されないとの毅然とした態度で、いじめられている生

徒の立場に立って指導する。 

ロ) すべての生徒がいじめを行わないよう、またいじめを認識しながら放置

することがないよう、いじめがいじめられた生徒の心身に深刻な影響を

及ぼす許されない行為であることについて、生徒が十分理解できるよう

に指導する。 

ハ) いじめの問題の対応は、生徒一人一人の個性に応じた指導の徹底や生徒

自らいじめをなくそうとする態度を身に付けるなど、望ましい集団作り

と合わせて指導する。 

(3) いじめの問題への対応 

イ) いじめの防止については、すべての生徒が安心して学校生活を送り、

様々な活動に取り組むことができるよう、学校の内外を問わず、いじめ

が行われなくなることを目指して行う。 

ロ) いじめの問題への対応は、学校における重要課題の一つであり、一人の

教職員が抱え込むことなく、学校が組織として対応する。 

ハ) 家庭と十分な連携を取りながら、いじめの中には警察などの関係機関と

の早期の連携が重要となることがあることを十分認識して対応する。 

ニ) いじめの通報を受けたり、いじめを受けたりしていると思われるとき

は、教職員は組織的対応を行う。 

 

4. 「学校いじめ防止基本方針」の広報啓発 

本基本方針策定後は、本校ホームページで公表する。 

  



第2章 組織の設置 

  教職員は平素からいじめを把握した場合の対処の在り方について理解を深めておく。 

いじめへの対応は個人ではなく、組織で行うことを全教職員で共通理解する。 

  いじめの防止等やいじめの対処に関する措置を組織的実効的に行うための組織を校内

に設置し、次の各項において、生徒指導課や保健課等と連携を図りながらその円滑な実

施について統括する。 

① いじめに係る教育相談体制及び生徒指導体制の構築 

② いじめに係る校内研修計画の策定 

③ いじめに係る関係機関連携 

④ いじめ防止及び早期発見に係る生徒及び保護者への啓発、広報 

⑤ いじめに係る相談窓口の設置、広報 

⑥ いじめの疑いに関する情報の収集、共有及び組織対応の中核的役割 

⑦ 重大な事態が発生した場合のプロジェクトチームの編成 

 

1. 組織の設置 

(1) 「いじめ防止等対策委員会」の設置 

イ) いじめの未然防止と早期発見、またはいじめを認知した場合にその解決に

向けて「いじめ防止等対策委員会」を設置する。 

ロ) 構成員 

【磐田本校】 

校長、生徒指導課長、養護教諭、教務課長、総務課長、生徒指導課員、進

路指導課長、研修課長、研修課員、図書課長 

      【三島教室】 

教頭、生徒指導課長、養護教諭、教務課長、総務課長、総務課員、生徒指

導課員、進路指導課長、研修課長、図書課長 

必要に応じて、外部専門家（スクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカー）を加えるものとする。 

 

ハ) 委員会の取組内容 

① 「学校いじめ防止基本方針」の作成、改善 

② いじめ防止のための年間指導計画の作成 

③ いじめ防止のための各種研修会の企画立案 



④ いじめ早期発見のための調査（アンケート等）の実施と結果報告 等 

2. 教職員の役割 

① 校長、教頭 

本校の基本方針に沿って、いじめの未然防止、早期発見、早期対応が組織的か

つ実効的に機能するよう措置を講ずる。 

② 教務課長 

いじめの防止等の対策について教育課程に位置付けたり教職員の相談に乗った

りする。 

③ 生徒指導課長 

いじめ事案の報告の窓口と集約を行ったり、いじめ問題の対応の中心となった

りする。また、学級担任から情報を収集し、全体の実態を把握する。 

④ 養護教諭 

生徒の心身の健康状態を把握し、気になる表れを報告する。 

⑤ 総務課長、総務課員、生徒指導課員、進路指導課長、研修課長、研修課員、図

書課長 

生徒の表れに注視し、気になる表れを報告する。 

⑥ スクールカウンセラー 

心理に関する教育相談を担う。 

⑦ スクールソーシャルワーカー 

福祉に関する教育相談を担う。 

 

 

 

 

  



第3章 いじめ防止のための対策 

1. いじめの未然防止 

    いじめはどの生徒にも起こりうるという事実を踏まえ、生徒をいじめに向かわせ

ないための未然防止にすべての教職員で取り組む。そのためには、生徒同士が良好

な人間関係を構築することが重要であり、すべての生徒がふさわしい態度で授業に

参加し、主体的に学校行事に参加、活躍できるような集団作り、学校づくりを進め

る。 

(1) 自己有用感を高め、心身ともに健康な生徒を育成する。 

イ) 特別活動等を通じて、生徒の自己有用感を高める教育活動を推進する。 

ロ) 学習にふさわしい学校での生活を、生徒が判断、行動できるようにする。 

ハ) 悩みを抱えた生徒が相談しやすいように、保健室等の運営を充実させる。 

(2) 学校行事等の充実を図り、主体的な姿勢や豊かな感性や表現力を育てる。 

イ) 魅力ある学校行事を運営し、学校生活の満足度を高める。 

ロ) 生徒が企画、運営する行事を行い、生徒の主体性を引き出す。 

(3) 地域社会の産学官の連携を推進する。 

イ) 地域、企業、大学などと連携し、積極的に社会と関わる意識を醸成する。 

ロ) 保護者や地域と連携し、いじめ防止に対する協力の強化を図る。 

(4) 情報モラル教育を推進する。 

イ) 特別な教科「道徳」等において、情報リテラシーやモラルについて学ぶ機会を

提供する。 

ロ) ＳＮＳの安全な使用について十分な情報を提供し、日常的な指導を行う。 

(5) 教職員の資質の向上に努める。 

イ) 校内研修や職員会議において、生徒理解のための研修を行う。 

ロ) 具体的な事例をもとに、事案対処のための研修を行う。 

ハ) 特別な配慮を要する生徒を把握し、生徒の特性を踏まえた適切な支援や指導を

日常的、組織的に行う。 

 

2. いじめの早期発見 

(1) いじめ早期発見の手立て 

イ) 教職員は、授業やユーダイモニアタイムなどの教育活動を通し、日常的に

生徒を観察する。 

ロ) 学校生活アンケート等を定期的に行い、複数の目で状況の把握を行う。 

ハ) 定期的な面談等を通し、生徒理解に努め、信頼関係を構築する。 

ニ) スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等との連携を積極的

に進める。 



ホ) 必要に応じて外部専門機関等と連携し、情報収集に努める。 

 

(2) いじめを訴えやすい環境の整備 

イ) 日頃から生徒や保護者と良好な人間関係を維持する。 

ロ) 生徒や保護者、地域住民からの訴えを親身になって受け止める。 

ハ) 担任だけではなく、管理職、生徒指導課長、養護教諭、スクールカウンセ

ラーなど、多くの窓口を整備し、生徒に相談方法を周知する。 

ニ) 必要に応じて、関係機関（少年サポートセンター、児童相談所など）の存

在や相談方法、連絡先等を、配布物などで生徒や家庭に周知する。 

 

3. いじめ防止のための主な取組【年間計画】 

時期 磐田本校 三島教室 

前 

期 

 

 

・さくら連絡網の登録（４月） 

 緊急連絡体制の確認。 

・学校いじめ防止基本方針の確認

（４月 全職員） 

・オリエンテーション（４月） 

 学校のルール、差別やいじめを

許さない本校の取組の周知。 

・放課後個別面談（４月） 

 希望者への面談を通し、不安や

配慮事項を本人と確認。 

・全校レクリエーション（４月） 

 年度初めに生徒同士の出会いの

場を作り、人間関係作りを行

う。 

・生徒指導事例研修（５月） 

 生徒の状況の共有、対応の議論

を通して、生徒理解を図る。 

・二者面談（５月） 

 生徒の生活状況、学校生活での

悩みを把握。 

・スポーツデー（５月） 

 共に体を動かし、生徒同士の人

間関係作りを促進。 

・三者面談（７月） 

・生徒を語る会（毎月１～３回） 

 定期的に生徒のあらわれを共有し、

より良い方向への対応を検討。 

・さくら連絡網の登録（４月） 

 緊急連絡体制の確認。 

・学校いじめ防止基本方針の確認（４

月全職員） 

・オリエンテーション（４月） 

 学校のルール、差別やいじめを許さ

ない本校の取組の周知。 

・人間関係づくり（４月） 

 ふじのくにタイムで互いを知り、新

たな人間関係づくりをめざす。 

・三者面談（５月） 

 不安や配慮事項を本人・家庭と確

認。 

・遠足（５・６月） 

 準備、当日、振り返りを通して、生

徒同士の人間関係づくりを促進。 

・非常勤講師を交えた生徒を語る会 

 学校全体での生徒のあらわれと対

応、教職員の悩みの共有と今後の生

徒個別の対応の共通理解。 

・二者面談（７月） 



 生徒の状況を家庭と共有。 

・保健講話（９月） 

 自分を見つめ、自他を大切にす

る気持ちの醸成。 

 学校生活を振り返り、夏休みに向け

不安や悩みの解消と今後の方向性の

共有。 

・リモートによる二者面談（８月） 

 夏休み中の生徒の様子を知り、休み

明けの良いスタートのきっかけづく

り。 

・レクリエーション（８月） 

 集会で、久しぶりに再会した友人や

教職員との人間関係の再構築。 

・健康講座（９月） 

 自分を見つめ、自他を大切にする気

持ちの醸成。 

後 

期 

 

 

・二者面談（10 月） 

 生徒の生活状況、学校生活での

悩みを把握。 

・生徒指導事例研修（11 月） 

 生徒の状況の共有、対応の議論

を通して、生徒理解を図る。 

・三者面談（12 月） 

 生徒の状況を家庭と共有。 

・学校いじめ防止基本方針の見直

し（１月） 

 １年間を振り返り、必要に応じ

て改定を行う。 

・三者面談（２月） 

 生徒の状況を家庭と共有。 

・生徒指導事例研修（２月） 

 進級する生徒の対応や引継ぎ事

項を共有し組織的対応につなげ

る。 

・生徒を語る会（毎月１～３回） 

・三者面談（10 月） 

 生徒の生活状況、学校生活での悩み

を把握し、本人・家庭と確認。 

・国際交流（10、11 月） 

 準備、当日、振り返りを通して、生

徒同士の人間関係づくりや学校生活

の一層の向上。 

・二者面談（12 月） 

 生徒の状況を把握。 

・学校いじめ防止基本方針の見直し

（１月） 

 １年間を振り返り、必要に応じて改

定を行う。 

・二者（三者）面談（２月） 

 生徒の状況を（家庭と）共有。 

・生徒指導事例研修（２月） 

 進級する生徒の対応や引継ぎ事項を

共有し組織的対応につなげる。 

随時 ・生徒の状況を共有する会（原則

として水曜日に行う） 

 定期的に生徒のあらわれを共有

し、より良い方向への対応を検

・打合せ、職員会議、生徒を語る会等

で、常に気になる生徒について話題

にし、協議する。 



討。水曜日以外にも、必要な場

合は打合せで情報共有。 

 

     

  



第4章 いじめに対する対応 

1. 基本的な考え方 

いじめと疑われる問題が生じた場合、学校は事実関係を明確にするための調査

を行う。その際、被害生徒を守り通すとともに、教育的配慮の下、毅然とした姿

勢で加害生徒に対応する。 

 

2. 発見・通報を受けた時の具体的対応の手順 

(1) いじめの相談、発見、通報 

いじめと疑われる行為の通報、相談を受けたときは、真摯に傾聴する。 

いじめと疑われる行為を発見した場合には、速やかにその行為をやめさせる

とともに、担任や生徒指導課長に報告し、事実確認を行う。 

(2) いじめ防止等対策委員会の設置 

いじめ防止等対策委員会を直ちに設置し、いじめの事実を確認するための方法

（聞き取り、アンケートなど）の検討、決定を行う。 

(3) 聞き取り 

イ) 聞き取りの手順 

１ 被害者からの聞き取りを行う 

２ 周囲の生徒からの聞き取りを行う 

３ 加害者からの聞き取りを行う 

ロ) 聞き取りに際しての留意事項 

・複数の教職員で丁寧に聞き取る。 

・安心して話せるように、人目につきにくい場所や時間帯で行う。 

・５Ｗ１Ｈ（いつ、どこで、だれが、だれと、何を、どのように）に基づ

き、情報を適切に記録する。 

・いじめ防止等対策委員会用の記録を作成する。 

(4) いじめ防止等対策委員会の開催 

記録がまとまり次第、いじめ防止等対策委員会を招集し、聞き取った内容の

確認を行い、当該行為がいじめか否かの判断を行う。 

(5) 状況による具体的な対応 

イ) 軽微と判断される場合 

状況に応じて、見守る、「いじめ」という言葉を使わずに指導するなど、

柔軟な対応を行う。家庭へ連絡を行うことが望ましい。 

ロ) いじめと判断される場合 

被害生徒には安心できる場を確保し、加害生徒にはいじめをやめさせ、

再発防止に努める。いじめ防止等対策委員会が中心となり、被害生徒とそ



の家庭に対する支援、加害生徒とその家庭に対して指導や助言を行い、継

続的に話し合いながら見届ける。 

 加害生徒には、本人の人格の成長を旨として、教育的配慮の下、毅然と

した態度で指導する。これらの対応について、教職員全員の共通理解、保

護者の協力、関係機関、専門機関との連携の下で取り組む。 

 犯罪行為と認められるいじめがあったときは、警察と連携して対処して

いく。（例）窃盗、器物破損等。 

 校長は、生徒がいじめを行った場合であり、教育上必要であると認める

ときは、生徒に対して叱責、出席停止を課すことができる。 

 インターネット上でのいじめが発見された場合は、書き込みや誹謗中傷

等の削除や不適切な使用に対する指導を行う。必要に応じて県教育委員会

義務教育課（以下「教育委員会」）や関係機関（警察、法務局等）の協力を

得る。 

ハ) 重大事態と判断される場合 

当該行為により、心身に重大な被害が生じる恐れがあるときは、重大事

態と判断する。第三者としてカウンセラー、医療、警察、児童相談所など

を加えた専門チームを編成する。 

(6) いじめに関わる措置 

当該行為がいじめと認められた場合は、つぎの対応を行う。 

イ) 事実の記録、整理 

関係生徒、家庭などから聴取した内容を踏まえ、事実を時系列で整理、

記録する。 

ロ) 教育委員会との連携、報告 

状況に応じて、教育委員会に報告し、必要があれば連携して対応を図

る。 

ハ) 対応方針の決定 

事象を踏まえて、対応方針及び措置をいじめ防止等対策委員会で決定す

る。 

ニ) 外部専門機関との連携 

カウンセラー等の専門家、警察や児童相談所などの外部機関との連携

（相談、通報）を行う。 

ホ) 被害生徒への対応 

被害生徒への聞き取り、情報の整理を行う。そののち、迅速に家庭に事

実関係を報告する。 



被害生徒の心配や不安を少しでも取り除き、安心して学校教育を受ける

ことができる体制、環境を確保し、必要に応じてカウンセラー等の協力を

得てケアを行う。別室登校など、学習保障も同時に行う。 

ヘ) 加害生徒への指導 

加害生徒への徴取、情報の整理ののち、迅速に家庭に事実関係を報告す

る。 

教育上必要と認めるときは、いじめ防止等対策委員会の判断の下、生徒

指導内規により措置を行う。 

加害生徒には、教育的配慮の下、毅然とした態度で指導する。また、そ

の家庭には適切に助言を行い、当該生徒の人格の成長、社会性の向上を主

眼に置き、連携して指導を行う。必要に応じてカウンセラー等の協力を得

てケアを行う。 

 なお、対応や判断に迷う場合は、教育委員会に相談する。 

ト) いじめの解消 

次の２点を満たす場合、いじめが解消している状態とする。 

・いじめに係る行為が少なくても３か月間、見られないこと。 

・被害生徒が心身の苦痛を感じていないこと。 

チ) 再発防止 

被害生徒への対応、加害生徒への指導のあと、その状況を継続して見守

る。 

再発防止のために、いじめが起きにくくいじめを許さない環境を、生徒

間、教師間で築く。 

   

  



第5章 重大事態への対応 

1. 基本的な考え方 

重大事態と判断される場合は、教育委員会に報告するとともに、いじめ防止等

対策委員会における検討を踏まえ、全教職員の共通認識の下、被害生徒を守るこ

とを最優先としながら、適切な対処や調査を迅速に行う。 

 

2. 重大事態の定義 

重大事態とは、法第 28 条に基づいて次の通り定義する。 

イ) いじめにより本校に在籍する生徒の生命、心身または財産に重大な被害が生

じた疑いがあると認めるとき。 

・生徒が自殺を企図した場合 

・心身に重大な障害を負った場合 

・金品等に重大な被害があった場合 

・精神性の疾患を発症した場合 

ロ) いじめにより本校に在籍する生徒が、相当の期間学校を欠席することを余儀

なくされている疑いがあると認められるとき。（年間 30 日を目安とし、一定

期間連続して欠席しているような場合などは、迅速に調査に着手する。） 

ハ) 生徒や家庭から、いじめられて重大事態に至ったという申し出があったと

き。 

 

3. 重大事態への対応 

(1) 教育委員会への報告 

速やかに教育委員会に報告し、指導や支援を依頼する。 

(2) 調査組織の設置 

教育委員会の判断により、本校が事案の調査を行う主体となる場合は、第三

者として専門家を加え、調査組織とする。 

(3) 生徒・家庭等に対する事前説明 

生徒・家庭等に対して、調査目的を説明し理解を得るとともに、見通しにつ

いて丁寧に説明する。 

(4) 事実関係を明確にするための調査の実施 

教育委員会の指導や支援により、客観的な事実関係を明確にするための基礎

調査を行う。調査は網羅的、明確に行う。（アンケートや聞き取り調査など） 

重大事態に至る原因となったいじめ行為が、いつ頃から、誰から行われ、ど

のような態様であったか、いじめを生んだ背景事象や生徒の人間関係にどのよ

うな問題があったか、学校、教職員がどのように対応したかなどの事実関係

を、可能な限り明確にする。 



(5) 調査結果の提供および報告 

調査により明らかになった事実関係（いじめ行為がいつ、誰から行われ、ど

のような態様であったか、学校がどのように対応したか）について、いじめを

受けた生徒やその家庭に対して説明する。 

 情報の提供にあたっては、他の生徒のプライバシー保護に配慮するなど、関

係者の個人情報に十分に配慮し、適切に提供する。調査結果について、学校は

教育委員会に報告する。 

(6) 報道対応 

報道対応は、個人情報保護に配慮し、教育委員会の協力の下、正確で一貫し

た情報提供を行う。 

(7) 心の緊急支援 

教育委員会が必要な指導や適切な支援を行う。その際、必要に応じて、専門

家チームの助言や支援を求める。なお、教育委員会は、命に関わる重大事態が

発生した場合には、静岡県こころの緊急支援チーム（CRT）と連携し、心の緊

急支援を同時に行っていく。 

(8) その他の留意事項 

重大事態が発生した場合には、関係のあった生徒が深く傷つき、学校全体の

生徒や家庭、地域にも不安や動揺が広がることがある。時には事実に基づかな

い風評が流れたりする場合もあるため、生徒や家庭への心のケアと落ち着いた

学校生活を取り戻すための支援として、いじめに直接かかわった生徒だけでな

く、身近にいじめがあり、またいじめを止めることができなかったために心身

の苦痛を感じてしまう生徒や家庭並びに教職員に、カウンセリング等を行うこ

とができる体制を整備する。予断のない、一貫した情報発信、個人のプライバ

シーへの配慮にも留意する。 


